
愛知県
F i l e  N o. 02

面　積 5,173 ㎢
人　口 7,453,908人
県の花 カキツバタ
県の木 ハナノキ
県の鳥 コノハズク

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 29,295 7,276 1,037

不登校（人） 9,375 14,676 3,274

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 6,248 6,017 5,726 5,435 5,216
採用予定者数 1,530 1,570 1,710 1,610 1,750

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数

▼︎�受験者数等推移

求める教員像

1.広い教養と豊富な専門的知識・技能を備えた人
2.児童生徒に愛情をもち，教育に情熱と使命感をもつ人
3.高い倫理観をもち，円満で調和のとれた人
4.実行力に富み，粘り強さがある人
5.明るく，心身ともに健康な人
6.組織の一員としての自覚や協調性がある人

出願期間
公開日　４月25日（金）
電子申請　４月25日（金）10:00～５月９日（金）17:00

試験日程

１次試験
　試験日　６月14日（土）　合格発表日　７月７日（月）
２次試験
　試験日　個人面接：７月19日（土）　実技試験：７月20日（日）　合格発表日　８月29日（金）

年齢制限 昭和41年４月２日以降に生まれた者

募集教科

［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［高］国語，地理歴史，公民，
数学，理科，音楽，美術，保健体育，家庭，英語，商業，工業（機械，電気，建築，デザイン），農業，水産（情
報通信），情報，福祉，看護　［特］（小）（中高）国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，
英語，工業（機械）　［養］（小中）（県立）　［栄］

特記事項

■特別選考　●英語有資格者特別選考　［中・高］英語志願者で，規定の要件を満たす者は，２次の実技を免除。
●昨年度の補欠者に対する特別選考　１次を免除。●現職教諭特別選考　１次の教職・一般を免除。●市町村
教育長推薦特別選考　書類審査のうえ，１次を免除。●元教諭・講師経験者特別選考　所属長の推薦があり，
規定の要件を満たす者は，書類審査のうえ，１次の教職・一般を免除。●教職大学院修了見込者特別選考　１次
を免除。●大学院進学による採用辞退者に対する特別選考　規定の要件を満たす者は，２次の個人面接のみ。
●国際バカロレア教員資格特別選考　英語以外の［高］志願者対象。１次を免除。●大学推薦特別選考　１次
を免除。●介護理由退職者特別選考　名古屋市立を除く県内公立学校の正規任用教員であった者で，介護を
理由に退職した者は，２次の個人面接のみ。●大学３年生等前倒し特別選考　１次のみ実施。●大学３年生等
前倒し特別選考（前年度第１次試験合格者）　２次のみ実施。
■障害者選考　別枠で選考。障害の種類や程度に応じた配慮。

新規情報

■初任給　大卒（小中高）293,727円（特別支援）305,770円，修士修了（小中高）314,099円（特別支
援）326,143円（教職調整額，地域手当，義務教育等教員特別手当含む）。■初任者研修　教員として必
要とされる素養，指導力，マネジメント力といった資質・能力を養うとともに幅広い知見を得させること
を目的として実施。■臨時的任用教員の研修　あり。■へき地／離島／寒冷地勤務　義務ではない。■懲
戒処分の指針　HPで公開。■部活指導の地域移行　休日の活動は地域の団体が行い，学校の部活動とし
ては活動していない自治体は令和７年度末までに25%に。
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　〈教職教養〉のうち，学習指導要領では総則が必

出である。今年度は，中学校学習指導要領と高等学

校学習指導要領から「生徒の発達の支援」が出題さ

れた。また，小学校学習指導要領の「第3章 特別の

教科 道徳」や特別支援学校小学部・中学部学習指

導要領に関する問題もみられた。このほか，学習指

導要領の変遷を問う問題も出題されている。

　教育原理（特別支援教育等）のうち，特別支援教育

では，教育法規と重複するが，障害を理由とする差別

の解消の推進に関する法律第7条第2項が出題された。

　生徒指導では，「生徒指導提要」（2022年）の

「第1章 生徒指導の基礎」から生徒指導の定義と目

的に関する問題が出題された。

　教育時事のうち，ご当地問題は必出である。今年

度は「あいちの教育ビジョン2025」（2021年）を

問う問題がみられた。国レベルでは「『令和の日本

型学校教育』の構築を目指して」（2021年）等が出

題されている。

　教育法規では憲法と教育基本法が必出である。今

年度，憲法では第13，89，99条が，教育基本法で

は第2条が，それぞれ出題された。このほか，こど

も基本法も出題された。条文のキーワードを押さえ

ることが重要である。　

　教育心理ではさまざまな領域から出題されている。

今年度は重要人物（エリクソン，ハーロー，エビング

ハウス，ロールシャッハ，ブルーム）の理解を問う問

題がみられた。重要人物・理論を幅広く押さえたい。

　教育史のうち，西洋教育史では，プロタゴラス，

ナトルプ，エレン・ケイに関する問題がみられた。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では国語（外国文

学）と英語（会話文）を中心として，美術，保健体

育，技術・家庭から幅広く出題されており，今年度

も同様であった。社会科学では例年，倫理以外の分

野から出題されており，今年度は日本史（江戸，明

治，昭和時代）と地理（エネルギー），経済（為替

相場）に関する問題が出題された。自然科学では例

年，数学と理科全般に加えて，情報（用語）等から

出題されており，今年度も同じであった。

▶教育時事で必出のご当地問題
▶教育法規は憲法と教育基本法
▶人文科学は国語（外国文学）と英語（会話文）が中心

＊「地域」には「教育時事」も含まれる。

一般教養
全16問

教職教養
全14問
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